
 

平成 29年 10月 15日 

全国ファミリー音楽コンクール実行委員会 

 

 

「第６回全国ファミリー音楽コンクール inよっかいち」各賞の決定について 

 

１．出場団体数１５組 

※応募団体（53組）から提出された DVD映像による予選審査を 8月 3日に行い、出場団体を決定 

 

２．入場者数  １，４４０人   （第 5回は 1,510人） 

 

３．受賞者について 

賞 副賞 グループ名 住所 

グランプリ 

文部科学大臣賞 

50万円 

四日市の地場産品 1年分 
ＪＩＲＵＴＯ 高知県高知市 

２位 25万円 
キタデ・ドメスティック・ジャズ

バンド 
兵庫県尼崎市 

３位 15万円 おうどう二胡カルテット 岐阜県岐阜市 

奨励賞 10万円 ミナミファミリーバンド 徳島県板野郡北島町 

特別賞 10万円 torquelod 三重県四日市市 

市民審査員賞 10万円 ＴＡＫＡ－１Ｋ 滋賀県大津市 

アイデア賞 5万円 チーム・サンムーン 埼玉県志木市 

ユーモア賞 5万円 朝 key’s 三重県鈴鹿市 

アット・ホーム賞 5万円 おんがくのじかん はじめま笑 奈良県奈良市 

サルビア賞 萬古焼 土鍋 竹内組 三重県松阪市 

  〃   〃   Petit・sifflet 大阪府茨木市 

  〃 〃   Ｍ族 愛知県尾張旭市 

  〃 〃   5歳ドラマーとらたろうバンド 広島県広島市 

  〃 〃   双子ピアノデュオ「堂本兄弟」 兵庫県伊丹市 

  〃 〃   ハルカ＆ビートボーイズ 大阪府箕面市 

 

４．出場記念品  萬古焼急須とかぶせ茶を贈呈  
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５．審査講評 ＜審査員長 梶吉宏（三重県文化会館 館長）＞ 

  審査は音楽の表現に優れているか、家族のつながりが特に感じられ、お客様を楽しませ

るかという視点から行いました。 

  全体としてアットホームでユーモアが感じられ、家族らしさが出ていました。また、家

族の音楽を通して、音楽の原点を再発見することができました。 

  演奏曲の中でオリジナルな作品には、非常に優れたものがありました。 

  一方で、小さい子どもさんが多かったこともありますが、全体として演奏のレベルを維

持するように努めてほしいと思います。 

  また、音楽の構成やメロディのバランスを考えたり、アレンジの工夫の仕方も重要だと

思います。 

  これからも、家族での音楽を大切にし、より一層家族としての絆が感じられる音楽づく

りを続けてほしいと思います。 

 

 

６．グランプリ受賞者のコメント 

  グランプリと発表されたときには、とにかくびっくりして信じられませんでした。 

  このコンクールには、これまでは両親といっしょに 5 人で出場していましたが、今回は

兄弟 3 人だけで挑戦し、良くも悪くもいつもどおりの演奏をした結果ですので、とても満

足しています。 
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